
8 切断壺形土器について

B地区の包含層(Y80区）から小型の壺形土器が出土した（口絵4、図V-1-45-156)。 この土器

に類するものは主に東北地方北部の縄文時代中期末葉から後期前葉の遺跡から出土し、その特徴から

｢切|断壺形土器」 （葛西1974、葛西・小幡2003)、 あるいは「切断蓋付土器」 （成田1986. 1999）等と呼

称されている。 この土器の最大の特徴は、焼成前つまりは生乾きの段階で文字通り土器を上下に切り

離し、二分していることである。 さらに使用に際して、上下を接合している点も特徴のひとつである。

そして切断される器種は壺形に限られる。

このような特色ある土器は北海道内ではこれまで①函館市戸井貝塚、②函館市浜町A遺跡、③函館市

石倉貝塚、④北斗市矢不来2遺跡、⑤森町濁川左岸遺跡A地区の5遺跡から破片資料を含め10個体が出

土している。以下、道内での類例を紹介することとする。なお、葛西(2003)の集成・分類を参考に、

切り離された上部を「上体｣、下部を「下体」と呼称する。

石倉1遺跡出土資料は上体と下体が密着し横倒しの状態で出土した（図版31)。土器内部には土が詰

まっていた。現存する部分で高さ3.9cm、底面はやや歪な円形で径は1.9cInである。胴部のほぼ中央に最

大径があるが(4.6cln)、 これは底面に対し水平ではなく、斜めになっている。口頚部は粘土接合面か

ら欠損している。接合面の径は1.1×0.9cI11である。文様はなく、底面と上体のほぼ全面および下体の5

分の1ほどの範囲に赤色顔料が残っている。器面全体に塗布されていたのであろう。表面の化粧粘土

が剥落している部分が数か所にあるほかは、平滑に調整されている。内面はへう状の工具で調整され

その際の凹凸が残る。 さらに底面内側は指頭で押し付けたとみられ、粘土が環状に盛り上がっている。

内面の調整はやや雑といえよう。胴部上半部で切断している。 これは細いひご状工具で連続して刺突

することでなされたとみられ、上体と下体それぞれに痕跡がある。上体の平面観は楕円形。長軸方向

の2か所にごく細い粘土紐を貼り付け突起を作り、中央部に径1mⅢほど、縫い針が通るほどの円形の

孔が穿たれている。下体ではl11il部の張り出しのやや下方に、上体の斜めの切断に対応するように底面

からの高さが異なる位置に突起がある。上体のものよりもわずかに径の大きい孔がある。胎土には海

綿状骨針が混入する。周辺部の遺物出土傾向から判断すると、後期初頭天祐寺式に相当する時期のも

のとみられる。

次に道内での類似|#l1を述べる （縮尺は、 3～5が1 : 4，そのほか1 : 6)｡

①函館市戸井貝塚（戸井町教委1993） ： 2個体ある （1， 2）。 1の口頚部は欠損する。胴部の中央よ

りやや下部で張り出すもので、突起はない。切断面は胴部上方、磨消縄文によりJ字状や波頭状文様が

ある。中期末葉大木10式併行のもの。 2については報告書では|ﾘj言されていないが、切断壺形土器の

可能性が高いものとして取り上げておく。 lli'il部がそろばん玉状に張り出す器形で、高台状の上げ底で

ある。無文地に沈線での渦巻文がある。突起はない。底部側面に溝（2か所か）が切られている。後

期前葉涌元式併行のものであろう。

②函館市浜町A遺跡（戸井町教委1990） ： 3は住居跡HP-1床面から出土したもの。高さ4.5cmで、ほ

ぼ形を保っている。無文地に沈線による渦巻状文様が施されている。胴部下半部が強く張り出し、高

台状の底部があるもので、 この付近で切断されている。切断は竹ひご状工具である。上体では頚部下

に、下体では底部付近にそれぞれ2か所に突起があり、径1.5mmの孔が穿たれている。また底面に1条

沈線が引かれている。後期前葉涌元式併行のものと推定される。

③函館市石倉貝塚（函館市教委1999) : lln部の破片が2点報告されている (4， 5)。切断面の位置が

はっきりとしないため全体の様相は知られない。いずれも赤彩で、 5は内外面に施されている。 4は

内面に炭化物が付着するもので、 3条一組の沈線による文様がある。後期前葉十腰内1式相当のもの

252



W小括

であろう。

④北斗市矢不来2遺跡（北埋調報37） ：破片資料のため全体の様相は知られないが図上復元を含め2

個体ある （6， 7）。いずれも口頸部は欠損する。 6は沈線での区画に楕円形文様が配される。底部付

近に切断面がある。 7は胴部上側に切断面があり、上体では切断面の1か所に挟りがあり、その対に

なる位置に橋状把っ手がある。いずれも後期前葉涌元式に相当する。

⑤森町濁川左岸遺跡A地区（北埋調報208） ： 3個体ある （8～10)。 8は上体のみが復元できたもので

ある。 9 （3点)、 10は胴部破片である。 8は縄文後期前葉の住居跡(H-20)の覆土から出土した。

口頚部の径は10.5cm・赤彩土器とみられる。半肉彫り的沈線による文様のもので4か所に把手があり、

また頚部内面にはC字型の張り出しがある。切断面は胴部上半で、草本状のものでなされる。沈線によ

る文様を分断しないよう考慮しているためであろう、切断面は水平ではない。後期前葉涌元式に相当

する。

葛西ら （2003）によると、 この種の土器は、大きさが最大で32cm前後、最小で5cm前後であり、中で

も高さ10～15cm、口径が2～4cmに収まる細首形が多い。 また、切断個所の位置（胴部最大部分の上

方・下方） と突起の有無により4種類に細分されている。これによると集成された資料の4割以上が、

胴部上方切断で突起を有する石倉1遺跡の類(I型A類）である。また、突起に穿たれた孔は、使用に

際し、上下を接合する必要性からこの部分に紐を通し縛ったものとみられる。戸井貝塚資料の底部側縁

の切り込み（2）、浜町A遺跡資料の底面の沈線（3）などについては、紐を底部から発する時の「引掛

り」とみている。 さらに、突起の有無に関係なく、接合に際し何らかの膠着剤（アスファルト、漆、松

脂など）を使用し「目張り」を施す例がわずかにある （青森市蛍沢遺跡・三内遺跡など)。 このほか口

頸部欠損（石倉1遺跡や戸井貝塚出土資料など）が、上下合体個体の7割以上に認められることから、

事由についての言及はないが、破損が故意になされた可能性が高いことも指摘されている。

このように、土器を切断し、再び接合し使用する意図およびその用途は何であろうか。葛西は再葬

土器棺墓との相関関係を示唆しており、成田（1999） もまた埋葬時の容器や副葬品・供献品との関連

性を指摘している。いずれにせよ日常性から離れた特殊な容器であることは間違いない。 （遠藤）
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図Ⅶ－7 北海道内出土の切断壺形土器
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